




「まずは多くの方に活動を知ってもらいたい」
 そう話すのは、府中市で食を通じた支え合いの活動を続ける
「NPO法人フードバンク府中」理事長の照井丈夫さんです。
フードバンクとは、家庭や企業から食品の寄付を集め、必要
としている人や福祉団体などに届ける活動をしている団体の
こと。食べ物を無駄にせず、地域で支え合う“食のセーフティ
ネット”です。
照井さんがこの活動に関わるきっかけは、定年退職後に家族
の誘いで参加した子ども食堂での支援活動でした。 「その日
どんな食材が届くかわからない。届いたものを見てから献立
を決めている様子を見て、もう少し安定して食材を届けられ
る仕組みがあったらいいのにと思った」と振り返ります。
その思いが、共感する仲間たちとの出会いを経て2020年4月
にフードバンク府中の設立へとつながりました。市民だから
こそ素早く、柔軟に寄り添う――そんな姿勢が活動の原点です。

現在の活動は、食品の寄付を集める「フードドライブ」と、
支援を必要とする側に直接届ける「フードパントリー」が中
心です。倉庫の管理や配布などは、仲間のボランティアたち
が分担して支えています。 
「みんなができることを自発的に行い、自然に助け合えるつ
ながりができていくんです。それが私自身、活動を続ける原
動力になっています」と照井さんは笑顔を見せます。

数年前、コロナ禍のさなかでは、仕送りやアルバイト収入が
減ってしまった学生がフードパントリーを利用することが増
えていました。現在は特に留学生の利用が多く、宗教上の理
由で食材に制限がある人もいます。そうした一人ひとりに寄
り添えるよう、食品の組み合わせにも工夫を重ねています。
公共施設などで見かけるフードバンク府中の食品回収ボックス。
それはまちに広がる「あたたかいつながりの輪」の入り口で
もあることを、あらためて実感しました。

　




